










平成30年2月15日
課長会議資料
自治活動応援課

自 治 会 名 開　催　日 開 会 時 間 町長出席予定時刻 開　催　場　所

下　　島 ３月１１日（日） １５：００ １５：００ 下島自治会館

河　原　町 ３月１８日（日）※ １０：００ １０：００ 河原町公会堂

上　　島 ３月１８日（日） １３：００ １３：００ 上島公民館

金　井　島 ３月１８日（日） １３：３０ １３：３０ 金井島公民館

岡　　野 ３月１８日（日） １３：３０ １３：４５ 岡野老人憩の家

上　延　沢 ３月１８日（日） １３：３０ １４：００ 上延沢自治会館

円　　中 ３月１８日（日） １３：３０ １４：１５ 円中自治会館

宮　　台 ３月１８日（日） １３：３０ １４：３０ 宮台老人憩の家

中　家　村 ３月１８日（日） １３：３０ １４：４５ 中家村公民館

榎　　本 ３月１８日（日） １３：３０ １５：００ 榎本公会堂

下　延　沢 ３月１８日（日） １３：３０ １５：１５ 下延沢自治会館

パレットガーデン ３月２５日（日） １０：３０ １０：３０ パレットガーデン自治会館

牛　　島 ３月２５日（日） １３：３０ １３：３０ 牛島自治会館

み　な　み ４月１日（日）※ １３：００ １３：００ みなみ自治会館

平成２９年度 自治会総会開催日程一覧

※河原町自治会は3月25日（日）から18日（日）に変更されています。
※みなみ自治会は初めての総会となります。（2月18日設立総会、3月25日牛島総会にて独立
宣言を行なってからの開催となります。）



 
課 長 会 議 提 出 資 料 

平 成 3 0 年 2 月 1 5 日 

町民サービス部環境防災課 

 

平成29年度足柄上地域帰宅困難者対策訓練 概要 

 

１ 目的 

足柄上地域における大規模地震や台風、大雪などの災害時に発生する帰宅困難者の安全確保と駅周

辺の混乱防止に向け、関係機関の危機管理体制の検証、連携強化を図るため、次のとおり帰宅困難者

対策訓練を実施する。 

 

 

 

 

 

 

２ 日時・場所 

日時 平成30年３月９日（金） 10時00分から11時30分《雨天決行》（予定） 

   （９時受付開始、９時30分開会式） 

場所 小田急電鉄小田原線 開成駅、開成南小学校 

 

３ 主催 

足柄上地域帰宅困難者等対策協議会 

（事務局：神奈川県県西地域県政総合センター・開成町） 

 

４ 参加機関 

足柄上地域帰宅困難者等対策協議会構成機関ほか 

 

５ 訓練内容 

（想定）都心南部直下地震の発生により、県内最大震度６強、開成町では震度５弱を観測し、小田

急線は全線で直ちに運行を停止した。開成町の被害は比較的軽微であったが、厚木以東を中心に小田

急線沿線で大きな被害が発生しており、運転再開の見込みは立っていない。 

（１）安全確保訓練 

  ア 地震発生時のシェイクアウト 

イ 乗客の安全確保 

（２）避難誘導訓練 

ア 駅構内から駅前一時待機場所（安全な場所）へ誘導 

イ 帰宅困難者の発生に係る関係機関間の情報受伝達 

ウ 一時滞在施設の開設に伴う駅前一時待機場所から一時滞在施設への誘導 

  

（主な訓練のねらい） 

（１）地震によって発生する帰宅困難者を、一時滞在施設へ収容するまでの対応手順の検証。 

（２）開成南小学校を一時滞在施設として開設した場合における各関係機関の連絡手段、協力体

制の検証。 



（３）一時滞在施設運営訓練 

ア 一時滞在施設の開設 

イ 帰宅困難者の受付・情報提供 

（４）帰宅抑制訓練  

ア 各企業の事業所内に従業員をとどめる 

イ 開成町から町内立地事業所への情報提供（調整中） 

ウ 県（県西地域県政総合センター）から協議会構成機関への情報提供 

エ 駅から事業所に自社のバスで避難 

（５）安否確認訓練  

ア 災害用伝言板による家族等の安否確認 

 

６ 訓練要件 

（１） 帰宅困難者の想定 

ア 開成町に鉄道で来訪し、帰宅しようとしたところ地震に遭遇したもの 

イ 乗車した列車が開成駅付近で緊急停止し、開成駅でやむなく下車したもの 

（２） 条件想定 

ア 小田急小田原線は当面の間復旧せず、帰宅困難者の代替輸送手段はない。 

イ ＮＴＴの通常回線は輻輳により繋がりにくい状態、災害時優先電話は通常どおり使用可能。 

ウ 開成町は開成南小学校を一時滞在施設として開設、運用する。 

エ 手順の確認、検証を主眼とし、待機時間については訓練では省略する。 

 

７ 訓練の中止 

（１）中止の基準 

雨天の場合でも訓練は実施するが、以下の場合については訓練を中止する。 

  ア 南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町等に気象警報が発表され、被害が予想さ 

れるとき。 

  イ 大規模な災害や事故等が発生し、または、発生する恐れがあることにより、訓練実施が困難と 

判断されるとき。 

  ウ その他、主催者等が中止すべきと判断したとき。 

（２）決定機関・方法 

訓練中止の決定は、県西地域県政総合センターが、関係機関と協議のうえ、決定する。 

（３）中止の決定時期 

原則として、訓練実施日の午前８時までに決定する。 

（４）中止連絡 

訓練中止の場合は、中止決定後速やかに、各機関から事前に提出いただいた連絡先あてに電話に

より連絡するとともに、神奈川県県西地域県政総合センター足柄上県民・防災課のページにその旨

を掲載する。 

 

（神奈川県県西地域県政総合センター足柄上県民・防災課のページ） 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f417344/p431877.html 

 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f417344/p431877.html


自治会名
補助金

交付決定個数
補助金

交付決定額

1 岡野自治会 31 40,300

2 金井島自治会 109 141,700

3 上延沢自治会 133 172,900

4 下延沢自治会 79 102,700

5 円中自治会 190 247,000

6 宮台自治会 185 240,500

7 牛島自治会 81 105,300

8 上島自治会 202 262,600

9 河原町自治会 40 52,000

10 榎本自治会 74 96,200

11 中家村自治会 127 165,100

12 下島自治会 87 113,100

13 パレットガーデン自治会
今年度は申請見送り

翌年度申請予定
－

合計 1,338 1,739,400

＊４年間の設置目標
（平成29年度～平成32年度）

　４,０００世帯

〇設置目標の考え方

＊平成29年度自治会加入世帯5,017世帯の７割～８割＝3,511世帯～４,013世帯　

＊制度3～4年目となる平成31年度、平成32年度には自治会未加入世帯も含むことも想定

　 自治会未加入1,200世帯～1,500世帯の3割＝450世帯の設置を見込む

課長会議提出資料
平成30年2月15日

町民サービス部環境防災課

購入を希望する自治会員が負担

平成29年度　感震ブレーカー設置推進事業実施結果

　　　　　　　　　備　　考
商品は１個１,８００円（税込み）
町補助金は１個あたり１,３００円
町補助金を除く５００円の費用負担方法

購入を希望する自治会員が負担

購入を希望する自治会員が負担

購入を希望する自治会員が負担

購入を希望する自治会員が負担

５００円全額を自治会が負担

５００円全額を自治会が負担

購入を希望する自治会員が負担

２００円を自治会が負担、購入を希望する
自治会員の負担は３００円

購入を希望する自治会員が負担

購入を希望する自治会員が負担

購入を希望する自治会員が負担

－



 

自衛隊徒歩行進訓練について 

 

 

１ 訓練目的 

開成町において行進訓練を実施して、災害対処能力の向上及び活動拠点となり

うる地点を確認するとともに隊員に地形（道路、河川等）を認識させる。 

 

２ 実施項目 

  徒歩による現地の確認 

 

３ 日 時 

  平成３０年３月１６日（金）９時００分から１７時００分まで 

  ※開成町通過部隊は、９時２０分頃から１２時１０分頃までの間に通過予定。

（別紙参照） 

   松田町通過部隊は、１３時２０分に足柄上合同庁舎をスタートし、新十文字

橋を通り松田町へ入るため、最初の５分ほど開成町内を通過する。 

 

４ 場 所 

  「第２小隊行進経路図」参照 

 

５ 編 成 

人員 小隊１２名、２個班を編成し行進 

 

６ 実施要領 

(1) 集結位置から活動地域までの前進及び主要経路が寸断された場合を想定し

行動する。 

 (2) 午前中に南足柄運動公園野球場駐車場から開成町役場、みなみ中央公園、開

成町役場の経路を行進する。 

(3) 午後からは、足柄上合同庁舎から松田町方向へ行進する。 

 

７ 休憩地点 

(1) 開成町役場駐車場及びトイレ借用 

    ９時５０分から１０時１０分までの間 

１１時４０分から１１時４５分までの間 

(2) みなみ中央公園トイレ借用 

   １０時５０分から１１時００分までの間 

課 長 会 議 提 出 資 料 

平 成 3 0 年 2 月 1 5 日 

町民サービス部環境防災課 





 

足柄上郡病児保育事業の実施について 

 

１ 病児保育事業とは 

   児童が病気中又は病気の回復期にあって集団保育が困難な期間、保育所や医療機

関等に付設された専用スペース等において保育及び看護ケアを行うという保育サ

ービスです。 

 

２ 事業実施の経過 

   足柄上郡５町では、各町の「子ども・子育て支援事業計画」で実施を検討してい

る病児・病後児保育について、小規模な自治体では実施が困難であることから、平

成２７年度より、足柄上郡５町において広域圏での実施に向けた検討を開始しまし

た。その間、圏域内の医療機関に事業実施の打診等をしましたが実施には至りませ

んでした。 

そのような中、平成２８年度に入り、足柄上郡内で高齢者施設等を運営する社会

福祉法人より、病児保育を実施したい旨の申し出があり、事業実施に向けた協議を

重ね、平成２９年度からは「あしがら地域創生連絡推進協議会」に協議の場を移し

検討してきました。 

 

３ 実施主体等 

   足柄上郡５町（中井町・大井町・松田町・山北町・開成町） 

     開成町が事業の取りまとめ（法人との契約、支払い、補助金申請 等） 

     他の４町は開成町に負担金として支出する。 

 

４ 実施場所  開成町みなみ地区（予定） 

         

５ 実施時期  平成３０年１０月（予定） 

 

６ 事業の内容 

   事業種別  病児保育事業 

   対象児童  生後４か月～小学校３年 

         足柄上郡内に住民登録があり、保育に欠ける児童を対象 

   利用定員  １日６人まで 

   保育時間等 午前７時３０分～午後６時３０分 

         （休み）土・日・祝日・年末年始 

   利用料金  １日２，０００円 

         ただし、生活保護世帯は全額、住民税非課税世帯は半額を減免 

平 成 30 年 2 月 15 日

課 長 会 議 資 料

子ども・子育て支援室



 

 

 

７ 事業費及び補助金・負担金等 

① 平成３０年度事業費（見込み）   ８，９６６千円 

   人件費（看護師１名、保育士２名）・備品・諸経費 等 

 

② 国・県補助金（国１／３・県１／３） ５，９６２千円 

    基本分・加算分・開設準備経費の２／３が補助金収入 

 

③ 負担金（人口割２０％・実績割８０％） 

ア ５町負担金の計   ３，００４千円（8,966千円－5,962千円） 

イ 開成町負担金   １，８６０千円 

 

  注１：人口割は各町の平成 29年 4月 1日現在の住民基本台帳０歳～９歳 

  注２：実績割は、２年間は実績が予算に反映できないため、各町の「子ども・子育て支 

     援事業計画」の計画値（平成 29年度）を使用 

 

 



 

放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の会場追加について 

  

 保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校の子どもたちに対し、授業の

終了後に適切な生活の場を提供する放課後児童クラブの運営について、需要の

増加により平成 30年度から次のとおり会場を追加して実施する予定です。 

 

１．現状の運営 

  社会福祉法人 はぐくみ福祉会に委託し、次のとおり運営しています。 

 対 象 ※単位 定員 会 場 

第１学童 開成小 1から 4年生 ２ ８０ 酒田保育園 

第２学童 開成南小 1,3年 １ ４０ 南部コミュニティセンター 

第３学童 開成南小 2,4年 １ ４０ 開成南小学校 

計  ４ １６０  

 ※単位 … 支援の単位であり 1単位概ね児童 40人 

 

 

２．平成 30年度における利用児童の見込みと対応 

  平成 29 年度当初においては定員 160 名に対し、179 人（12％超過）の児童

を受け入れ、これまでも人数に見合った会場の確保が課題となっていました。 

  平成 30年度の利用児童数の見込みでは、さらに利用児童数が増加する予定

であることから、新たな会場として開成小学校会場を追加します。 

 

【平成 30年度当初の利用児童数の見込み】 

（1月 9日現在） 

                      （単位：人) 

 1年 2年 3年 4年 計 定員 

第１学童 32 33 22 15 102 80 

第２学童 25  23  48 40 

第３学童  28  13 41 40 

計 57 61 45 28 191 160 

  人数は変動する可能性があります。 

 

  なお、会場追加にあたり、開成小学校施設の管理区分の変更、専用入口の設

置などの経費が必要となりますが、これらの経費は平成 30年４月からの運用

開始に間に合うよう、平成 29年度補正予算(３月)で措置する予定です。 

平 成 30 年 2 月 15 日

課 長 会 議 資 料

子ども・子育て支援室

《対応》 

第１学童を分割し、開

成小 2 年生を開成小学

校会場で実施する。 

(1 単位:定員 40 人増) 


